
令和７年度 千歳市立桜木小学校 自己評価・学校関係者評価及び報告書  

○色付きの枠の中に A～Dのいずれかをご記入いただき、学校に返送（２／１６まで）してください。どうぞよろしくお願いいたします。 

  ・Ａ（適切）、Ｂ（概ね適切）、Ｃ（あまり適切でない）、Ｄ（適切でない） 

〇学校関係者評価の結果は必要に応じて記載してください。 

〇資料として、「年度末評価（教職員）」「保護者アンケート（見解入り）」を同封していますのでご参照ください。 

作成日  令和８年２月２０日 

１ 学校の教育目標 

 

２ 学校の経営方針 

〇スローガン：チャレンジ～関わりあいながら高め合う 
〇キーワード：「対話」「自己効力感」「思いやり」 

 

３ 今年度の重点目標 
■学びづくり 
・考えをひろげ深める「対話」 
・学びが実感できる「振り返り」 
・「育みたい資質・能力」をおさえた授業づくり 
・１人１台タブレットを中心とした ICTの積極的な活用と実践の積み上げ 
・個に応じた指導体制の充実（習熟度別指導、教科担任制、交換授業） 
・学びの基礎となる力を育む取組（読書活動、情報活用能力、各種検査の実施と分析） 
・主体的に体力の向上を図る指導の充実 
・キャリア教育の視点を意識した各教科指導の充実 
・自分で考えて行動する安全教育 
■心づくり 
・自分や友達のよさ、がんばりを見つけ、認め合う取組（「自己効力感」を高める取組） 
・特別支援教育の理念に基づいたユニバ―サルな環境と支援体制づくり、いじめの早期発見と
対応 
・共感的な人間関係に支えられた親和的な学級づくりの推進（ハイパーQU検査） 
■仲間づくり 
・課題の解決や、新たな価値を創るための合意形成の場を尊重する学級活動 
・学校生活をよりよくするために責任をもって活動する児童会活動 
・異年齢同士、「思いやり」やあこがれの気持ちを育む異学年交流、縦割り活動、クラブ活動 
 
 

学校関係者評価の結果 

目 標 設

定 の 適

切さ 

本年度の重点目標についての意見等      

 

  

 

A 

【自ら学び心豊かでたくましい桜木の子】 

○進んで学ぶ子  ○思いやりのある子  ○明るくたくましい子 



４ 学校評価の方法 

５月２１日 ・第１回学校運営協議会（学校経営方針、学校評価について説明） 
７月中旬  ・教職員自己評価① 

１１月２０日 ・第２回学校運営協議会（教育活動の様子についての説明）  
１１月下旬  ・保護者向け「教育活動アンケート」の実施・集約・分析検討 
１２月上旬   ・教職員自己評価② 
１２月中旬  ・各部の「学校運営」「教育活動」評価実施・集約・分析検討 
１月１４日 ・年度末反省会議 
１月２１日 ・職員へ新年度方針提示・説明                 

・校務班会議（新年度計画各部案作成） 
１月下旬  ・学校運営協議会委員への評価結果の説明及び評価の集約 
２月 ４日  ・職員会議～新年度計画 
２月２０日 ・第３回学校運営協議会（学校関係者評価） 
３月上旬   ・学校便り及びＨＰにて、「学校関係者評価結果」公表 

 

学校関係者評価の結果 

評価方法

の適切さ 

本年度の学校評価の方法についての意見等 

 

A 

 

５、自己評価・学校関係者評価の結果と改善の方策 ※大項目内で、教→教職員アンケート項目番号、保→保護者アンケート項目番号 

【評価段階】Ａ：十分に達成 Ｂ：概ね達成 Ｃ：やや不十分  Ｄ：不十分 

 自己評価の結果 学校関係者評価の結果 

 大項目 
評 価 項 目 達成 

状況 
取組の 
適切さ 

自 己 評 価
結 果 の 適
切さ 

 自己評価項目、取組の適切さ、自己評価の結
果に基づく改善の方策等についての意見等 

小 項 目 

1 

学校経営 

(参照) 

教：全般 

保：1,3 

学校の教育目標実現に向け、学校力を高める教育活動が進められ

たか。 A A A 
 

＜自己評価に基づく改善の方策＞ 

今年度の重点目標「チャレンジ～かかわりながら高め合う」の目標を達成するため

に、対話を重視した授業づくり、互いを認め合う学級づくり、全校集会等での縦割

りを意識した活動を行った。 

 

改善の方策を進める上での工夫 

 

2 

研修活動 

(参照) 

教：10 

 

学校課題解明のための研修を深め、テーマ別研修などを通し指導

力の向上に結びつく校内研究をすすめたか。 
A A A  

＜自己評価に基づく改善の方策＞ 

本校の児童に必要な基礎的・基本的な力を身に付け、自分の学びを計画し、調整す

る力をつけることに向かって研究を進めた。特に、対話的な活動による意欲の促進

と学びの深まり及び広がり、自己調整することによる学びの深まりを実感させるよ

う努めた。 

改善の方策を進める上での工夫 

 



 

3 

教育課程 

(参照) 

教：1～4 

保：1 

学習指導要領の趣旨に沿った教育計画を作成し着実に推進する

とともに、子どもたちの学びの成長を保護者と共有したか。また

その過程で、地域の教育力を活用することができたか。 

A A A 
 

＜自己評価に基づく改善の方策＞ 

学校ホームページと学校だよりを通じて学習活動や地域連携の成果を計画的に発

信し、学校の取り組みへの理解と信頼を深めるよう努めた。 

改善の方策を進める上での工夫 

 

4 

学習指導 

(参照) 

教：5,8,9 

保：2 

「基礎・基本」の定着を図る学習指導の工夫した取組が行われた

か（ＴＴ、習熟度別指導の充実、チャレンジテストの活用、桜木

漢字検定、朝学習の充実、「家庭学習の手引き」の活用）。 
B B A 

・習い事の待ち時間に漢字の練習をしている

子がいる 

・今後も繰り返しによる基礎学力の定着と「で

きた、わかった」という喜びの経験に基づ

く探究心を育てていくような言葉がけをお

願いしたい。 

＜自己評価に基づく改善の方策＞ 

 全学年において算数でのＴＴや習熟度別少人数指導を行った。さらに、学習指導

員や特別教育支援員と連携し、個々の課題解決にあたった。 

改善の方策を進める上での工夫 

児童の意欲や自主性を大切にした授業づくり、声掛けを継

続して行っていく。 

5 

道徳指導 

(参照) 

教：6,13 

保：7 

人との関わりを大切にし、社会性・自律性を育む実践が進められ

たか。 
A A A  

＜自己評価に基づく改善の方策＞ 

「考え、議論する」道徳の授業改善を推進し、豊かな体験活動や外部人材活用によ

る道徳教育の充実を図った。 

改善の方策を進める上での工夫 

 

6 

特別活動 

(参照) 

教：15 

保：7 

各種行事、児童会活動、実行委員会活動、クラブ活動、学級活動

などを通し、児童の主体的な活動の啓発に努め、達成感・充実感

を味わい、実践する態度を育成できたか。 

A A A 
 

＜自己評価に基づく改善の方策＞ 

学年・学級活動を通じて集団の一員としての自覚を促し、児童の自己肯定感と自己

有用感を高めた。 

改善の方策を進める上での工夫 

 

7 

総合的な 

学習の時間 

(参照) 

身近な地域、国際交流や福祉といった今日的な課題についての学

習を通して、興味・関心を持ち、主体的に調べ・考えることで、

自ら課題を解決していこうとする力の育成がなされたか。 

A A A 
 



教：4 

保：4 

＜自己評価に基づく改善の方策＞ 

各学年が総合的な学習の時間のテーマに沿って、地域の協力を得た体験活動を充実

させ、児童の対話的な学びを推進した。 

改善の方策を進める上での工夫 

 

8 

生徒指導 

(参照) 

教：12,15 

保：7 

基本的な生活習慣や場に応じた行動の仕方や価値観を身につけ、

集団生活を通し、助け合い・高め合おうとする意識と意欲を持ち、

自分の良さに気づき、生き生きと生活できるように指導が進めら

れたか。 

B B A 

 

＜自己評価に基づく改善の方策＞ 

重点目標「チャレンジ～かかわりながら高め合う」を意識して、全校集会では、異

学年で交流し活動する機会を設けた。 

改善の方策を進める上での工夫 

 

9 

健康・安全

教育 

(参照) 

教：16～19 

保：8 

 

 

健康や安全に対する指導を、身体の成長過程や季節の移り変わ

り、教育活動の展開に応じて計画的にすすめ、安全、健康、衛生

に対する意識や態度の育成を図ることができたか。また、学校内

外の危険、不審者、自然災害等に備え、必要に応じて迅速・適切

に対処することができたか。 

B A A 

 

＜自己評価に基づく改善の方策＞ 

火災や地震、不審者対策などの訓練を年３回実施した。不測の事態に備えた保護者

引き渡し訓練を実施した。日常の指導を含め、子どもたちが『自分の命は自分で守

る』という意識を持ち、命の尊さを学べるよう取り組みを進めた。 

改善の方策を進める上での工夫 

 

 

 

 

10 

特別支援

教育 

(参照) 

教：20,21 

保：5 

様々な理由から、個に応じた教育的ニーズを持つ児童に対して、

適切な支援を関係機関と連携してすすめるとともに、協働に向け

てそれぞれの児童への共感的理解が適切に行われたか。 

A A A 
 

＜自己評価に基づく改善の方策＞ 

多様なニーズに対し、適時開催した支援会議を通じて最適な支援策を実行し、個々

の状況に即した質の高い支援を実現するよう努めた。 

改善の方策を進める上での工夫 

 

11 
キャリア

教育 

集団生活の中で、自分の役割の意味を理解し、果たすことの

喜びや自己肯定感を得る活動を工夫して行なわれたか。また、

自分の将来の夢や希望を育む活動に計画的に取り組めたか。 
B B A 

大人側の質の向上や言葉がけのスキルアップ

により子どもの自己肯定感が高まっていく。 



 

 

６、今後の方向性についての校長見解 

 

(参照) 

教：6,15 

保：4 

＜自己評価に基づく改善の方策＞ 

キャリア教育の質を高めるとともに、児童相互の日常的な関わりを増やし、自己肯

定感を高める取組を推進した。 

改善の方策を進める上での工夫 

児童同士の関わり合いを重視するとともに、地域ボランテ

ィアや外部講師と接する機会を意図的に設定し、多様な生

き方や働く大人との対話を通じて、将来への夢や希望を具

体化できる環境を整備していく。 

12 

ふるさと

教育 

(参照) 

教：4 

保：4 

地域の自然環境、また「ふるさと」千歳市の産業の様子等の学習

を計画的に位置付け、郷土に対する意識や愛着を深める学習の充

実が図られたか。 
A A A 

 

＜自己評価に基づく改善の方策＞ 

第４学年の年間を通した「味噌づくり」の活動や各学年での教育課程に沿った「出

前授業」を実施した。また、千歳市地域学校協働活動推進事業を通じ、水泳やスケ

ート学習においても多くのボランティアの方々にご支援をいただいた。 

改善の方策を進める上での工夫 

 

13 

今日的な 

教育課題 

(参照) 

教：16,17 

体力の向上に向けた全校的な取組の工夫改善と充実を図られた

か。 
B A A  

＜自己評価に基づく改善の方策＞ 

千歳市の「新体力テスト実施方法工夫改善実践事業」の担当校として実施方法を刷

新し、全学級での円滑な体力テスト実施と１２月に「縄跳び週間」を設定すること

で、全校児童の着実な体力向上を図った。 

改善の方策を進める上での工夫 

 

14 

働き方改

革 

(参照) 

教：24 

 

授業や授業準備等に集中し、健康でやりがいをもって勤務しなが

ら、学校教育の質を高める環境を整備したか。 B A A 
 

＜自己評価に基づく改善の方策＞ 

校内での創意工夫により業務の削減・縮小を図った。その結果、教員の負担軽減

と会議時間の確保が実現し、子どもと向き合う時間の創出へとつなげるよう努め

た。 

改善の方策を進める上での工夫 

 

学校は、未来ある子どもたちの資質・能力を育成するために一層の授業改善を図るとともに、地域と共にある学校として、学校の取組を
地域の皆様に公開し助言をいただきながら地域と共に発展していく学校づくりを行っていきたい。 


